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　宮下特五郎先生が逝去されて早くも1年の歳月が過ぎた。ありし日の思い出
が走馬燈のように過るが，われわれの間には常に宮下先生のことが話題になっ
ている。入試問題作成の時，一同が酒を飲む時，或いは何か深刻に考えねばな
らぬ時，必ず思い出されるのである。先生が資源調査会などを経て科学技術庁
から明大に移られたのは確か昭和43年であったと記憶する。文学部の渡辺操先
生を兄事されて親交が特に厚かった。その渡辺操先生の紹介で大塩亀雄先生の
後任として経済地理を主として担当することで明大に来られた。歴代酒豪とス
ケールの大きな人物が続いたわけである。宮下先生も大塩先生の御噂をきいて
大いに尊敬されていた。
　昭和43年から45年当時は大学紛争が盛んな時代で，東大安田講堂の火災や神
田カルチェラタソ事件などが続出し，明大も占拠された経験がある。大学に移
ったぼかりの宮下先生も驚かれたらしいが，持前の豪快さと長期的展望で大い
に志気を鼓舞しておられた。それでも随分気を使って細かい指示をなさって下
さった。
　渡辺操先生が御病気の時は連日，大塚のガン研病院に泊り込み宮下先生自身
もヤツレた程看護に努められたが，病気が悪くて遂に渡辺先生がなくなられた
時には宮下先生は本当に淋しそうであった。
　宮下先生が一番人生の中で期待していたのは1年間のウイーンでの研修であ
ったろう。先生は毎年の様に海外に出張されていたが，腰を落付けてのウイー
ンの生活は先生のロマンチシズムに適合していると思われた。何かウズウズし
た感じが見られた。元来，非常に都会人的な恥じらいとその裏返しの外見的露
悪趣味も実はヨーロッパに対する興味が一部に原因したのではないかと私は思
っている。特に，ウフア映画のウイーンを中心とする中年者の恋にノスタルジ
アを感じていたのではないかと思う。ロソドソでもパリでもなく，ウィーンで
なけれぽならなかったのである。それは先生の札幌時代の思い出につながるも
　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
のであるかも知れない。しかし，故郷は遠きにありて想うものとでも言うか，
実際のウイーンの印象は必ずしもロマンティックー点張りではなかったらし
い。それでも先生の口にかかると病院での生活でもユーモアがある妙に潤いの
あるものになっていた。
　その時帰国の電話が拙宅にあった日の翌日に渡辺操先生の追悼会が本郷の湯
島会館で行われることになっていたので，その由を告げると出席する旨の返事
であった。追悼会の日に遅れて来られた先生は私と目が合うと一寸挨拶された
が，後で握手した時には無言でテレくさいような，懐しいような微妙な態度を
示されたが，いかにも宮下先生らしかった。
　その後，次第に健康を害されていった。これには対処の仕様がなかった。ス
ポーツもやり，生活態度も比較的規律正しいものであったが，如何せん独り身
の生活では栄養のバランスや精神的安易さとかが十分でないに違いない。毎
年，暮から正月にかけてスキーを兼ねて雪国で過されていたが，申訳ないが家
庭的団攣｝には欠けていたので，身体を大事にするように申上げる以外には何も
できなかった。何か志が気高くて優しく且つ才がありあまりながら孤独のシラ
ノドベルジュラックのことを想起させるものがあるので，なまじ同情の言葉は
言わないようにしていた。私がウイスキーの水割を飲むと邪道であり，性力が
衰えるぞと言われており，カレーソバなどは絶対に食べてはいけないものであ
った。カレーソバは最後迄召上らなかったが，ウイスキーの水割は晩年に飲み
始めていた。ブドー酒の水割はヨーロッパにもあるそうで時々飲んでおられた
が，日本ではブドー酒で水割に適するものは余りなかったろう。それならぽ日
本酒の水割の方が良いのではないかと思うのだが，宮下先生はそんな邪道はプ
ライドが許さなかったに違いない。実はもう酒は止めたいにも拘らず，付合い
のために無理して飲んでいたのではないかと思う。医者に行くのは大嫌いと称
しておられたが，実は多少は相談されていたという話である，それでもマイペ
ースは崩すことはなく忽然と誰に見とられることなく逝去された。まさしく武
士の最後である。かねて覚悟の生涯であったりではないかと想像するのである
が，無限の哀惜の念だけが続くのである。
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